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本年度は、新しい組織の礎を一層強固に本年度は、新しい組織の礎を一層強固に
「協調・協働」と「切磋琢磨」で確かな発展へ

座光寺地域自治会

予
算
総
額
3
1
9
0
万
円

予
算
総
額
3
1
9
0
万
円

「
麻
績
の
里
支
援
事
業
費
」も
増
額

　

二
十
年
度
の
第
一
回
麻
積
の

里
座
光
寺
振
興
会
議
は
、
四
月

二
十
五
日
開
か
れ
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
が
十
九
年
度
事

業
報
告
を
お
こ
な
っ
た
ほ
か
、

新
年
度
事
業
計
画
案
、
総
額
、

三
千
百
九
十
万
円
の
予
算
案
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
事
業
で
は
、
昨
年
度

か
ら
実
施
の
「
麻
積
の
里
支
援

事
業
」
に
つ
い
て
、
総
額
を
増

や
し
、
自
ら
の
知
恵
と
工
夫
に

よ
り
地
域
の
人
た
ち
と
共
に
汗

を
流
す
自
主
的
取
り
組
み
に
対

し
団
体
は
一
事
業
あ
た
り
七
万

円
、
地
域
は
五
万
円
を
支
援
し

ま
す
。

　

新
た
に
都
市
と
農
村
を
結
ん

で
交
流
を
図
る
「
麻
積
の
里
ふ

る
さ
と
応
援
倶
楽
部
」
構
想
が

承
認
さ
れ
、「
全
国
各
地
の
座

光
寺
出
身
者
と
も
交
流
す
る
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
で
楽
し
め
る
夏
祭

り
を
開
く
た
め
、
本
年
は
各
種

団
体
に
よ
び
か
け
、
準
備
会
を

行
う
予
算
も
計
上
、
来
年
度
実

施
に
向
け
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

昨
年
四
月
、
地
域
づ
く
り
の

中
核
を
担
う
自
治
組
織
「
座
光

寺
地
域
自
治
会
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
の
一
年
間
、
基

本
構
想
に
基
づ
く
「
こ
こ
ろ
豊

か
に
暮
ら
せ
る
麻
積
の
里
座
光

寺
」
を
目
標
に
、
自
ら
考
え
、

自
ら
行
動
す
る
里
づ
く
り
を
目

指
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

小
島
稔
自
治
会
長
は
、「
皆

さ
ん
の
努
力
に
よ
り
成
果
を
挙

げ
、
地
域
の
将
来
に
新
た
な
礎

を
築
く
こ
と
が
で
き
た
」
と
総

括
し
ま
し
た
。

　
「
本
年
度
は
、
新
し
い
組
織

の
礎
を
一
層
強
固
に
す
る
た

め
、
協
調
協
同
と
切
磋
琢
磨
し

合
う
関
係
を
大
切
に
す
る
と
共

に
、
確
か
な
発
展
に
繋
が
る
次

期
地
域
自
治
会
の
組
織
づ
く
り

を
し
よ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
新
た
な
取
り
組
む

主
要
事
業
は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
促
進
調
査

費
、
地
域
夏
祭
り
の
実
施
検
討

費
、
都
市
と
農
村
を
結
ん
で
交

流
を
図
る
「
麻
積
の
里
応
援
倶

楽
部
」、
地
域
農
工
業
の
振
興

対
策
費
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
麻
積
の
里
支
援
事
業

に
つ
い
て
も
総
額
を
増
や
し
、

自
主
的
に
取
り
組
む
、
団
体
や

地
区
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
委
員
会
の
麻
積

　

第
一
回
地
区
長
会
議
の
席

上
、
功
労
の
あ
っ
た
二
団
体
と

六
名
に
表
彰
状
・
感
謝
状
が

小
島
稔
自
治
会
長
か
ら
贈
ら
れ

た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
大
平

秀
雄
さ
ん
は
、「
私
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
表
彰
を
受
け

た
。
大
変
名
誉
で
あ
り
、
感
謝

す
る
。
私
も
老
骨
に
ム
チ
打
っ

て
自
治
会
発
展
に
今
後
も
努
力

す
る
。」
と
謝
辞
を
の
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）

　
表
彰
状

▽
大
平
秀
雄
（
宮
の
前
）「
座

光
寺
マ
レ
ッ
ト
愛
好
会
（
平
成

六
年
設
立
）
の
会
長
と
し
て
マ

レ
ッ
ト
場
開
設
と
そ
の
維
持
管

理
に
献
身
努
力
さ
れ
、
昨
年
会

長
辞
任
」
▽
河
川
愛
護
六
十
路

会
（
下
羽
場
）「
土
曾
川
の
土

手
の
草
刈
り
（
年
三
回
、
十
年

以
上
）
や
彼
岸
花
の
育
成
等
に

よ
る
環
境
整
備
」

　
感
謝
状

▽
故　

片
桐
初
美
（
北
市
場
）

「
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
寄
贈
」
▽

松
川
初
恵(

北
市
場)

「
絵
画
、

舞
台
桜
寄
贈
」▽
小
坂
定
子（
中

市
場
）「
卓
球
台
を
寄
贈
」
▽

今
牧
新
治
（
宮
の
前
）「
卓
球

台
を
寄
贈
」
▽
㈲
加
藤
ポ
ン
プ

店
（
南
市
場
）「
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
を
寄
贈
」

の
里
振
興
委
員
会
に
六
十
四
万

円
水
辺
の
広
場
委
員
会
に

二
百
四
十
三
万
円
、
高
岡
の
森

保
存
会
に
八
十
九
万
円
、
土
地

利
用
策
定
委
員
会
三
十
三
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
予
算
化
し
ま
し

た
。　

　
「
と
ー
と

4

4

4

の
行
く
ザ
コ
ウ
ジ

ジ
チ
シ
ン
コ
ウ
セ
ン
タ
ー
っ
て

な
に
す
る
と
こ
ろ
？
」

　
「
み
ん
な
が
毎
日
を
暮
ら
し

や
す
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
お
手

伝
い
を
す
る
と
こ
ろ
だ
よ
」
と

五
歳
の
息
子
に
答
え
た
四
月
。

こ
の
二
ヶ
月
間
、
座
光
寺
の
皆

さ
ん
の
行
動
力
の
す
ば
ら
し
さ

を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。「
お

手
伝
い
」
な
ん
て
、
ト
ン
デ
モ

ナ
イ
！
（
息
子
よ
、
ご
め
ん
。

答
え
は
間
違
う
こ
と
も
あ
る
ん

な
）

　

四
年
前
の
新
任
時
の
題
名

は
、「
お
も
し
ろ
き
座
光
寺
」。

「
様
々
な
発
展
の
可
能
性
を
秘

め
た
座
光
寺
で
自
分
も
一
緒
に

発
展
し
た
い
」
と
い
う
内
容

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
座
光
寺
は
と
ど
ま
る

こ
と
を
知
ら
ず
、
常
に
前
向
き

に
動
い
て
い
ま
す
。
麻
積
の
里

舞
台
桜
、
基
本
構
想
・
基
本
計

画
等
、
共
に
考
え
、
行
動
し
、

多
く
の
方
に
助
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

最
初
に
考
え
た
上
の
句
「
お

も
し
ろ
き　

こ
の
座
光
寺
を
お

も
し
ろ
く
」
に
続
く
下
の
句
を

決
め
て
ご
挨
拶
に
代
え
た
い
と

思
い
ま
し
た
が
、
ま
た
次
回
の

挨
拶
に
と
っ
て
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
さ
い

ま
し
た
。

職員の異動職員の異動

お世話になりますお世話になります

〈 平成 20 年度　地区長の皆さん 〉
工藤　幸一 倉田　雅生

北原友治郎
小島　重実
福田　富廣
片桐　芳治
丸山　利夫
矢澤　克彦
代田　和夫
吉川　和夫
田口　博人

熊谷　博人
横田　潔司
小島　朝夫
筒井　俊二
棚田　善三
今村　重一
鎌倉　龍雄
川野　孝司
関口　　稔
知久　一彦

中 市 場
南 市 場
駅 前
北 市 場
上 野
上野新町
万 才
原

宮 崎
大 堤

宮 の 前
唐 沢
共 和
下 羽 場
中 河 原
中 羽 場
欠 野
河 原
高 岡
清 水
恒 川

大
平
秀
雄
さ
ん
ら
二
団
体
・
六
名
に

大
平
秀
雄
さ
ん
ら
二
団
体
・
六
名
に

大
平
秀
雄
さ
ん
ら
二
団
体
・
六
名
に

平
成
二
十
年
度
座
光
寺
地
域
自
治
会
表
彰

19 年度「麻績の里づくり」活動支援事業
飯田商工会議所座光寺移動式売店

盛況の売店

表彰を受ける大平秀雄さん

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

近
藤　

圭
三

「
し
つ
も
ん
」
と

 

「
答
え
」

池
田　

剛
士

　

自
分
の
精
一
杯
を
か
け
て
、

皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
動
い
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
生

活
安
全
委
員
会
と
麻
積
の
里
振

興
委
員
会
の
事
務
局
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

座光寺地域自治会
公 民 館 委 員 会
広 報 部
㈱南信州新聞社

発行
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世帯数
人　口

男
女

1,522 戸
4,705 人
2,305 人
2,400 人

（20年5月末日現在）

人のうごき
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健
康
福
祉
委
員
会  

副
委
員
長

福　

島　

一　

栄

健
康
と
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
推
進

健
康
と
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
推
進

　
「
み
ん
な
が
、
健
康
で
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
支
え
合
い
」

の
推
進
を
し
ま
す
。
特
に
（
中

心
は
）、
高
齢
者
の
健
康
と
高

齢
者
福
祉
の
推
進
を
担
い
ま

す
。

●
基
本
構
想
・
計
画
に
関
し
て

○
「
日
常
的
に
声
掛
け
活
動
が

さ
れ
る
」推
進
に
協
力
し
ま
す
。

例
え
ば
回
覧
板
を
回
す
際
、
一

声
を
な
ど
、
声
掛
け
活
動
を
支

部
で
推
進
し
ま
す
。

○
災
害
時
に
お
け
る
「
要
援
護

者
」
の
把
握
と
、
避
難
所
の
開

設
に
協
力
し
て
努
め
ま
す
。

●
健
康
推
進
に
つ
い
て
は

○
昨
年
ま
で
と
同
様
に
、「
い

き
い
き
広
場
」
を
、
月
二
回
開

好
評
で
す
。
委
員
は
、
開
錠
や

お
茶
菓
子
の
購
入
な
ど
を
し
て

協
力
し
ま
す
。
男
性
の
方
も
遠

慮
し
な
い
で
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
九
月
に
は
、
普
段
参
加
さ

れ
な
い
方
も
大
勢
参
加
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
「
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
」
を
各
会
場
で
工
夫
し
、

楽
し
い
昼
食
会
と
な
る
よ
う
に

し
ま
す
。

○
一
、二
月
に
は
、
支
部
住
民

の
皆
さ
ん
に
、「
食
生
活
に
つ

い
て
」
学
習
、
考
え
て
い
た
だ

く
会
を
し
ま
す
。

○
胃
大
腸
ガ
ン
検
診
の
お
手
伝

い
や
健
康
講
演
会
の
開
催
な
ど

の
他
、健
康
推
進
に
努
め
ま
す
。

●
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は

○
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
を

声
掛
け
訪
問
し
ま
す
（
日
常
的

な
声
掛
け
活
動
の
延
長
）。

○
可
能
な
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。

○
在
宅
介
護
者
ふ
れ
あ
い
相
談

　

地
区
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
赤
活
動
に
御
理

解
と
御
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

昨
今
は
、
大
自
然
災
害
、
大

事
件
等
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
様
な
事
が
こ
の

地
域
に
も
起
こ
ら
な
い
と
も
限

り
ま
せ
ん
。
そ
の
様
な
時
に
備

え
炊
き
出
し
、
救
急
法
訓
練
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
最
低
三
日
間

は
自
給
自
足
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
云
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
住
民
の
皆
様
に
御

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
対
処
出

来
る
様
訓
練
を
重
ね
て
行
き
た

　

社
会
教
育
の
見
地
か
ら
昭
和

六
十
三
年
十
月
に
ク
ラ
ブ
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
座
光
寺
地
区

交
通
安
全
会
肝
入
り
で

一
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方

一
、
交
通
マ
ナ
ー
の
習
得

一
、
集
団
行
動
に
よ
る
和
づ
く

　
　

り

等
々
を
目
標
に
、
春
に
は
小
学

校
校
庭
に
て
の
交
通
安
全
教

室
、
秋
に
は
各
自
の
自
転
車
を

利
用
し
て
の
一
般
道
で
実
技
、

ま
た
楽
し
い
食
事
で
身
心
と
も

に
育
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
子
供
自
転
車
大
会
へ
の

参
加
も
毎
年
毎
年
大
変
な
努
力

で
良
い
成
績
を
残
し
続
け
て

二
十
年
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

も
五
月
、
六
月
と
小
学
校
体
育

館
に
て
道
路
交
通
法
規
学
課
も

行
う
な
か
で
皆
元
気
良
く
一
生

懸
命
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
良
い
成
績
が
答
え
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
飯

田
市
交
通
少
年
団
員
と
し
て
も

全
国
交
通
安
全
運
動
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
に
参
加
を
し
て
子

供
な
り
に
大
人
を
喜
ば
し
大
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
、
今
後
も
将

来
あ
る
子
供
を
大
切
に
見
守
っ

て
や
っ
て
下
さ
い
。

　

六
月
八
日
に
、
飯
伊
地
区
自

転
車
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
い
よ
い
よ
競

技
開
始
で
す
。

　

始
め
は
技
能
競
技
で
し
た
。

こ
れ
は
ピ
ン
の
間
を
ジ
グ
ザ
ク

に
行
っ
た
り
デ
コ
ボ
コ
道
を

行
っ
た
り
片
手
Ｓ
時
走
行
を
す

る
も
の
で
す
。
私
は
ジ
ク
ザ
グ

走
行
の
ピ
ン
を
一
つ
た
お
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
と
、「
板
の
り
」

の
一
枚
が
の
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
く
や
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
成
績
発
表
で

し
た
。
一
位
と
二
位
が
山
本
小

だ
っ
た
の
で
三
位
も
山
本
小
か

と
思
っ
た
ら
、
座
光
寺
小
Ａ

チ
ー
ム
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
で

も
来
年
こ
そ
は
優
勝
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

戦
後
ま
も
な
く
発
足
し
た
公

民
館
は
、
地
域
に
密
着
し
て
、

地
域
住
民
の
自
由
な
文
化
活
動

を
支
援
し
、
地
域
づ
く
り
の
基

盤
で
あ
る
人
づ
く
り
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

座
光
寺
地
域
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
人
が
、
公

民
館
委
員
を
経
験
し
、
ま
た
地

域
の
中
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
。大
変
す
ば
ら
し
い
事
で
す
。

　

し
か
し
、
今
日
、
環
境
優
先
、

少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

や
、
国
と
地
方
の
新
し
い
関
係

を
築
く
時
代
の
到
来
の
中
で
、

価
値
観
の
多
様
化
、
人
間
関
係

の
希
薄
化
な
ど
地
域
や
公
民
館

を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

十
九
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た

「
地
域
自
治
組
織
」
の
中
で
、

公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
日
常

生
活
に
最
も
近
い
生
涯
学
習
の

場
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り
、
自

治
の
担
い
手
を
育
成
す
る
場
で

す
。
ま
さ
に
「
地
育
力
」
向
上

の
拠
点
と
し
て
、
地
域
に
し
っ

か
り
根
を
張
り
、
社
会
教
育
機

関
と
し
て
「
地
域
に
役
立
つ
公

民
館
活
動
」
を
実
践
し
て
参
り

ま
す
。

　

元
飯
田
市
長
の
故
松
沢
太
郎

氏
は
、
市
民
の
生
活
が
豊
か
に

な
り
、
利
便
性
も
よ
く
な
る
一

方
、
方
法
論
の
多
様
化
、
生
活

様
式
の
画
一
化
等
に
よ
り
、
市

民
の
地
域
に
寄
せ
る
連
帯
感
の

欠
如
を
心
配
さ
れ
、
並
列
配
置

を
ベ
ー
ス
に
住
民
参
加
に
よ
る

民
生
的
、
主
体
的
、
自
発
的
に

取
り
組
め
る
事
業
と
し
て
人
形

劇
カ
ー
ニ
バ
ル
が
位
置
づ
け
ら

れ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
連
帯
、
親
睦
を
一
層

深
め
る
為
に
公
民
館
と
し
て
各

部
会
の
事
業
を
充
実
さ
せ
て
参

り
ま
す
。

事
業
（
委
員
長
と
民
生
児
童
委

員
に
よ
る
）
を
し
ま
す
。

○
高
齢
者
に
元
気
で
顔
を
合
わ

せ
い
た
だ
く
敬
老
祝
賀
会
や
小

学
生
と
の
交
流「
お
や
す
作
り
」

を
し
ま
す
。

○
福
祉
バ
ザ
ー
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
災
害
時
や
福
祉
に
役
立

つ
よ
う
に
し
ま
す
。

○
講
演
や
戦
没
者
慰
霊
祭
主

催
。

い
と
思
い
ま
す
。

　

年
度
切
り
替
え
の
際
、
学
校

給
食
用
食
器
の
払
い
下
げ
を
頂

き
ま
し
て
、「
お
椀
九
百
食
、

皿
六
百
食
」
を
、
非
常
用
に
確

保
出
来
ま
し
た
。
エ
コ
が
注
目

さ
れ
て
い
る
時
代
で
す
。
災
害

時
に
少
し
で
も
ゴ
ミ
を
出
さ
な

い
対
策
も
必
要
か
と
思
い
ま

す
。

　

又
、
災
害
時
に
は
、
な
か
な

か
救
急
車
は
来
て
く
れ
ま
せ

ん
。
自
分
達
で
応
急
手
当
が
出

来
れ
ば
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

御
自
分
の
家
族
を
守
る
為
に

も
、
是
非
、
救
急
法
を
学
ん
で

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
、
女
性
も
社
会
進
出
さ

れ
て
い
る
方
も
多
い
で
す
。
団

員
の
皆
様
も
大
変
御
忙
し
い
中

活
動
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す

事
、
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
御
理

解
御
協
力
を
御
願
い
致
し
ま

す
。

日
赤
奉
仕
団
委
員
長

林　
　
　

淳　

子

日
赤
奉
仕
団
活
動
に
寄
せ
て

宮　

澤　
　
　

奏

自
転
車
大
会
を
お
え
て

地
区
民
の
よ
り
一
層
の

連
携
を
ふ
か
め
る
た
め
に

地
区
民
の
よ
り
一
層
の

連
携
を
ふ
か
め
る
た
め
に

公民館活動

大　

内　

智　

治

公
民
館
委
員
会 

委
員
長

公
民
館
委
員
会 

委
員
長

大　

内　

智　

治

指
導
員

林　
　
　
　
　

敏

子
供
自
転
車
ク
ラ
ブ

福祉バザーの様子

催
し
ま
す
。
高
齢

者
の
皆
様
、
お
近

く
の
各
会
場
へ
お

出
掛
け
く
だ
さ

い
。
保
健
師
さ
ん

の
指
導
で
、
手
を

使
っ
て
簡
単
な
物

づ
く
り
を
し
た

り
、
お
茶
を
飲
ん

だ
り
し
な
が
ら
、

楽
し
く
談
笑
し
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、

脳
が
活
性
化
さ

れ
、
足
腰
の
機
能

が
回
復
さ
れ
、
若

さ
が
保
た
れ
る
と

メタボリックシンドロームに要注意メタボリックシンドロームに要注意
　メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥
満（腹囲が男性85㎝以上、女性90㎝以上）で、
かつ、脂質異常、高血圧、高血糖の3つのうち2
つ以上に当てはまる状態です。（図 1参照）
　メタボリックシンドロームが危険なのは、それ
ぞれの異常の程度は軽くても、いくつか併せも
つことで、「心筋梗塞」や「脳梗塞」といった病気の原因になる「動脈硬化」を進行させた
り、生活習慣病の発生につながったりしやすい点です。

　内臓脂肪は、百害あって一利なしですが、生活習慣を改善することで減らせる事
が出来るものです。増える原因は、食べ過ぎと運動不足と言われています。特に食
事の改善が重要です。

【図1】

【図2】

あなたはメタボリックシンドローム？

肥満のチェックもしてみましょう

ウエスト（腹囲）が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上の場合、「内臓脂肪型肥満」
が疑われます。これにプラスして、下の3つのうち2つ以上が該当すると、メタボリッ
クシンドロームと診断されます。

BMI（ボディマスインデックス）とは、国際的に用い
られている肥満度をはかる指標です。自分の BMI を
計算してみましょう。

3 つのうち 1つでも該当すればメタボリックシンドローム予備群です。また、ウエストが太くなっ
たと感じる人も注意しましょう。

ウエスト周囲径
（へそまわりの腹囲）

参考資料：厚生労働省

日本肥満学会による肥満の判定基準

男性：85㎝以上
女性：90㎝以上

㎝

血圧❶

収縮期血圧：130mmHg 以上

拡張期血圧：85mmHg 以上

※次の両方またはどちらか

mmHg

mmHg

血清脂質❷

中性脂肪値：150mg/dL 以上

HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値：40mg/dL 以上

※次の両方またはどちらか

mg/dL

mg/dL

空腹時
血糖値

❸

110mg/dL 以上

mg/dL

例：身長165㎝、体重69㎏の場合→69÷1.65÷1.65＝25.3　判定→「肥満度1」

40以上 肥満4度
35～40未満 肥満3度
30～35未満 肥満2度
25～30未満 肥満1度
18.5～25未満 普通体重
18.5 未満 低体重
BMI 判　定
BMI の診断基準

㎏÷ ⅿ÷ ⅿ＝
体重 身長 身長

あなたの
BMI

該当者・予備群は 約 1900 万人 !
メタボリックシンドロームの

40～74歳の男性の2人1人、
女性の5人に1人に該当します。

(平成17年国民健康・栄養調査)6月 1日（日）

6月4日（水）より～

6月～11月

7月27日（日）

10月12日（日）

11月3日（月）

1月11日（日）

1月中旬

2月7日（土）・8日（日）

春季スポーツ大会

ペタンクリーグ開催

地区スポーツ月間

飯ごう炊さん
8月 2日（土）・9日（土）
座光寺人形劇まつり

座光寺地域市民運動会

子どもまつり

成人式

冬季ソフトバレー大会

文化祭

多くの
参加を!!
多くの
参加を!!

※地域づくりフォーラムにより「地域自治組織」
　の学習会・「子育て支援」による事業の充実を
　実践していきます。

主な公民館事業主な公民館事業

大会に参加した選手の皆さん

　

次
に
学

科
テ
ス
ト

を
や
り
、

最
後
は
安

全
競
技
で

し
た
。
こ

れ
は
信
号

の
あ
る
交

差
点
を
横

断
し
た

り
、
線
路

な
ど
を
通

行
し
た
り

す
る
競

技
で
す
。

こ
れ
は
、

け
っ
こ
う

う
ま
く
で

き
た
と
思

い
ま
す
。
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水 辺 の 広 場
委 員 会
「
夢
は
」
ホ
タ
ル
・
シ
ジ
ミ
の
棲
め
る
水
辺

「
夢
は
」
ホ
タ
ル
・
シ
ジ
ミ
の
棲
め
る
水
辺

「
夢
は
」
ホ
タ
ル
・
シ
ジ
ミ
の
棲
め
る
水
辺

「
夢
は
」
ホ
タ
ル
・
シ
ジ
ミ
の
棲
め
る
水
辺

来
春
オ
ー
プ
ン
め
ざ
し
着
々
と

　

本
年
度
事
業
で
は
、
天
竜
川

の
河
川
敷
に
水
辺
の
広
場
を
整

備
し
、活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

川
が
持
つ
「
自
然
観
察
」「
ス

ポ
ー
ツ
・
冒
険
」「
癒
し
・
安

ら
ぎ
の
可
能
性
」
を
顕
在
化
さ

せ
、
地
域
住
民
の
環
境
学
習
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
へ

の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
新

た
な
交
流
を
創
出
す
る
こ
と
を

主
目
的
と
し
て
活
動
を
進
め
ま

す
。

　

本
年
度
予
算
で
は
、
長
野

県
の
元
気
づ
く
り
支
援
金
申

請
百
四
十
万
円
を
含
め
総
額

二
百
四
十
二
万
円
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。（
県
元
気
づ
く

り
支
援
金
は
、
全
額
予
算
付
決

定
し
ま
し
た
）

　

具
体
的
活
動
と
し
て
、
水
辺

の
広
場
整
備
事
業
で
は
、

①
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
検
討

②
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
増

設
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
移
設

③
サ
イ
ク
リ
ン
グ
路
、
散
策
路

の
整
備

④
花
壇
整
備
、
砂
山
づ
く
り
。

　

資
源
調
査
及
び
保
全
・
活
用

事
業
で
は
、

①
野
鳥
、
植
物
水
生
生
物
な
ど

資
源
の
基
礎
調
査

②
周
辺
の
小
河
川
も
含
め
た
水

生
生
物
に
関
す
る
自
然
観
察
会

③
環
境
衛
生
委
員
会
と
連
携
し

て
水
質
調
査
を
継
続
し
て
実
施

す
る
。

　

広
場
の
環
境
整
備
事
業
で
は

現
場
状
況
を
見
な
が
ら
年
三
回

程
度
の
除
草
作
業
を
計
画
。

　

長
期
的
な
活
用
計
画
、
環
境

整
備
事
業
に
関
し
て
は
、

①
水
辺
の
広
場
を
体
験
・
交
流
・

学
習
の
拠
点
と
し
て
、
広
域
的

に
活
用
す
る
た
め
の
計
画
策
定

②
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
な
ど
小

学
校
、
保
育
園
と
連
携
し
た
取

り
組
み
を
す
る
。

　

将
来
的
に
は
、
座
光
寺
下
段

を
含
め
た
水
辺
に
ホ
タ
ル
が
飛

び
、
シ
ジ
ミ
が
棲
む
「
夢
」
を

持
ち
続
け
た
い
。

　

水
辺
の
広
場
委
員
会
（
棚
田

守
会
長
）
は
、
二
十
年
度
総
会

を
開
き
、
広
場
の
整
備
等
の
新

年
度
計
画
を
決
め
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
本
年
度
工

事
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
移
設
、
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
増
設
、
花

壇
の
整
備
、
砂
山
づ
く
り
を
会

員
の
手
で
進
め
、
来
年
三
月
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

　

前
年
度
を
振
り
返
り
、
国
土

交
通
省
へ
の
「
水
辺
の
広
場
構

想
図
」
の
提
案
、
会
員
の
ゴ
ミ

拾
い
な
ど
の
地
道
な
活
動
が
評

価
さ
れ
、
多
額
な
予
算
が
つ
き

天
竜
川
の
護
岸
工
事
、
南
大
島

川
の
水
辺
等
の
工
事
が
完
成
し

た
と
総
括
し
ま
し
た
。

環
境
衛
生
委
員
会
と
連
携

水
質
検
査
を
継
続
実
施

市
と
農
村
の
交
流
を
図
り
、
農

作
業
体
験
の
で
き
る
「
た
ん

ぼ
」
も
用
意
し
た
「
麻
積
楽
農

隊
」
も
結
成
さ
れ
、近
々
に
は
、

「
麻
積
の
里
ふ
る
さ
と
応
援
倶

楽
部
」
も
立
ち
上
げ
る
予
定
で

す
。

　

情
報
発
信
し
て
相
互
交
流
を

進
め
る
に
は
、
座
光
寺
出
身
者

の
名
簿
作
成
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

あ
な
た
の
親
族
や
知
り
合
い

で
地
元
以
外
の
お
住
ま
い
の
座

光
寺
出
身
者
を
ご
紹
介
下
さ

い
。

　

高
岡
の
森
保
存
会(

石
田
文

夫
会
長)

は
二
十
年
度
総
会
を

整
備
な
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
古
墳
の
環

境
整
備
の
実
施
作
業
で
は
、
ア

ジ
サ
イ
・
ツ
ツ
ジ
等
の
植
栽
や

旧
ル
ミ
ア
工
学
跡
地
を
臨
時
駐

車
場
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、

柵
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

　

畦
地
古
墳
の
環
境
整
備
で
は

高
岡
、
石
塚
古
墳
と
同
様
に
地

域
に
と
っ
て
大
切
な
財
産
と
位

置
付
け
、
現
状
は
樹
木
に
よ
る

石
室
へ
の
影
響
や
見
学
者
に
よ

る
民
地
へ
の
影
響
な
ど
古
墳
の

管
理
・
保
全
、
活
用
に
問
題
が

生
じ
て
お
り
、
地
権
者
と
の
話

し
合
い
に
よ
る
計
画
的
な
整
備

を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
今
年
度
中
の

史
跡
指
定
を
目
指
し
、
地
権
者

の
合
意
を
得
た
う
え
で
六
月
ま

で
に
市
に
申
請
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
座
光
寺
地
域

住
民
を
対
象
と
し
た
「
座
光
寺

地
区
古
代
史
再
発
見
（
仮
称
）

学
習
会
・
見
学
会
」
を
行
い
、

散
策
路
や
案
内
看
板
の
設
置
な

ど
を
検
討
し
活
動
の
成
果
を
文

化
祭
で
発
表
す
る
予
定
で
す
。

が
よ
い
」「
ふ
る
さ
と
の
情
報

に
は
元
気
づ
け
ら
れ
る
し
、
応

援
も
し
た
い
」
と
い
う
声
を
受

け
、
地
域
自
治
会
と
し
て
「
座

光
寺
出
身
者
と
の
交
流
事
業
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

す
で
に
農
作
業
を
通
し
て
都

　

座
光
寺
地
域
自
治
会
は
、
今

ま
で
主
に
首
都
圏
在
住
の
座
光

寺
出
身
者
の
会
「
ふ
る
さ
と
座

光
寺
会
」
の
皆
さ
ん
と
相
互
交

流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、「
全
国
各
地
の
座

光
寺
出
身
者
と
も
交
流
す
る
の

「
ふ
る
さ
と
応
援
倶
楽
部
」発
足
に
む
け
て

座
光
寺
出
身
者
の
ご
紹
介
の
お
願
い

座
光
寺
出
身
者
の
ご
紹
介
の
お
願
い

高岡の森保存会

畦地（あぜち）古墳の環境整備にも着手

高岡の森にアジサイ・ツツジを植える高岡の森にアジサイ・ツツジを植える

開
き
、
十
九

年
度
事
業
を

総
括
、
新
年

度
事
業
計
画

案
、
予
算
案

な
ど
を
承
認

い
た
し
ま
し

た
。

　

十
九
年
度

の
総
括
は
、

十
八
、十
九

年
度
に
実
施

し
た
高
岡
の

森
の
間
伐
、

枝
打
ち
作
業

が
終
了
し
た

こ
と
で
す
。

　

嬌
風
会
と

の
合
同
に
よ

る
草
刈
り
作

業
、
旧
ル
ミ

ア
工
学
建
物

撤
去
、
跡
地

次の工事を待つ水辺の公園（南大島川と天竜川合流地点）

ツツジを植える保存会の皆さん

間伐、枝打ちが済み明るくなった高岡の森
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自治協議会決算書平成19年度

地域自治会予算書平成20年度主要事業費及び団体交付金内訳 平成20年度
〔歳入の部〕 （単位：円）

科　　目 予算額 説　明

1. 会 費 17,500,000 個人・法人会費

2. 補 助 金 9,342,500 自治会地区交付金他

3. 負 担 金 297,000 会議参加者負担金

4. 繰 越 金 4,757,177 自治協議会前期繰越他

5. 雑 入 3,323 ご祝儀・預金利息など

合 計 31,900,000

〔歳出の部〕 （単位：円）

科　目 予算額 説　明

1. 報 酬 830,000 委員報酬

2. 諸 手 当 2,260,000 各種諸手当

3. 賃 金 10,000 広報発行事務費

4. 報 償 費 493,000 地区長他手当・記念品代

5. 旅 費 550,000 地域外会議旅費他

6. 交 際 費 500,000 祝儀・見舞金

7. 需 用 費 1,315,000 消耗品費・燃料費・印刷代・会議費

8. 役 務 費 406,000 郵送料・電波使用料

9. 賃 借 料 249,000 パソコンリース料

10. 原 材 料 費 100,000 消耗品費・燃料費・印刷代・会議費

11. 地域振興費 8,408,000 （別掲）

12. 各委員会費 9,014,000 （別掲）

13. 施設管理費 350,000 防災倉庫・麻績会館他

14. 負担金・交付金 2,665,000 各種団体交付金

15. 備品購入費 50,000

16. 積 立 金 100,000

17. 予 備 費 4,600,000

合 計 31,900,000

※差引残高 4,757,177 円（次期繰越金）
※平成 19 年度の自治会会計監査は 4月 11 日に受けて、すべて正確に処理されている
ことが認められました。

地域振興費　8,408 千円

科 　 　 目 本年度予算

ふるさと座光寺会・座光寺出身者交流事業 400

座光寺地域新年顔合わせ会 199

道水路等改良・補修工事等 765

飯 田 り ん ご ん 参 加 と
地 域 夏 祭 り の 検 討 500

歴 史 資 料 館 整 備 費 250

地 域 農 工 業 の 進 行 対 策 費 50

男 女 共 同 参 画 社 会 の 推 進 50

高森町牛牧区との交流事業 50

北部地域公共交通の利用促進費 50

スマートＩＣ整備促進調査費 300

麻 績 の 里 振 興 費 645

水 辺 の 広 場 整 備 費 2,429

高 岡 森 の 整 備 費 895

土 地 利 用 策 定 委 員 会 費 325

そ の 他 地 域 振 興 費 1,500

単位：千円

団体交付金　2,665 千円

科 　 　 目 本年度予算

小 学 校 60

民 政 児童委員協議会 50

日 赤 奉 仕 団 220

自 主 防 災 会 375

壮 年 団 80

消 防 団 300

竹 田 人形を支える会 80

更 生 保 護 女 性 会 50

地 区 長 会 100

児 童 セ ン タ ー 60

北 部 地域連絡協議会 50

各 区 連 絡 会 460

有 害 鳥 獣 駆 除 30

麻績の里づくり支援事業 650

各 種 会 議 負 担 金 100

環 境 衛 生 委 員 会 費 1,364

生 活 安 全 委 員 会 費 1,890

健 康 福 祉 委 員 会 費 1,538

公 民 館 委 員 会 費 4,222

各委員会費　　9,014 千円

〔歳入の部〕 （単位：円）

科　目 決算額 説　明

1. 会 費 17,720,150 個人・法人会費

2. 補 助 金 7,498,367 自治会地区交付金他

3. 負 担 金 434,015 会議参加者負担金など

4. 繰 入 金 6,123,336 基金・財産区

5. 雑 入 107,182 ご祝儀・預金利息など

合 計 31,883,050

〔歳出の部〕 （単位：円）

科　目 決算額 説　明

1. 報 酬 815,000 委員報酬

2. 諸 手 当 1,445,000 各種諸手当

3. 賃 金 12,800 広報発送作業賃金

4. 報 償 費 417,000 地区長・副地区長・会計

5. 旅 費 504,170 地域外会議参加費等

6. 交 際 費 230,090 祝儀・見舞金

7. 需 用 費 772,863
消耗品費・燃料費

印刷代・会議費

8. 役 務 費 391,241 郵送料・電波使用料

9. 賃 借 料 248,220 パソコンリース料

10. 原材料費 1,646 倉庫用ブロック

11. 地域振興費 5,802,120 基本構想・遊歩道他

12. 各委員会費 10,304,000
環境衛生・生活安全

健康福祉・公民館

13. 施設管理費 292,204 麻績会館・防災倉庫

14. 負担金・交付金 2,889,519 各種団体交付金

15. 備品購入費 0

16. 積 立 金 3,000,000 公共事業基金積立

17. 予 備 費 0

合 計 27,125,873

　

ご
み
屋
敷
の
住
人
は
別
に
し

て
、
人
々
は
生
活
を
営
む
環
境

は
き
れ
い
に
清
掃
す
る
の
が
ご

く
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
一
般
家

庭
に
お
い
て
は
部
屋
の
掃
除
か

ら
始
ま
り
、
庭
先
の
除
草
ま
で

ご
く
自
然
に
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
様
に
清
潔
な
一
戸
一
戸
が

集
ま
り
、
地
区
・
地
域
が
つ
く

ら
れ
、そ
れ
に
自
然
が
加
わ
り
、

正
に
風
光
明
媚
の
里
が
形
成
さ

れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

麻
績
の
里
座
光
寺
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。

　

基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
意

図
も
未
だ
浸
透
過
程
と
は
言

え
、
そ
れ
な
り
に
定
着
し
て
来

て
い
る
様
に
感
じ
と
れ
る
。

　

各
地
区
の
動
き
、
ま
た
、
各

種
団
体
の
動
き
は
、
各
々
多
士

済
々
が
い
て
既
に
結
果
と
な
っ

て
表
れ
て
い
る
。
街
道
の
花
・

整
備
も
最
終
段
階
と
思
え
る
古

墳
や
公
園
等
を
眼
に
し
た
時
、

地
域
の
住
民
と
し
て
嬉
し
い
こ

と
で
あ
り
誇
り
で
も
あ
る
。

　

こ
の
様
に
こ
れ
等
の
こ
と
は

率
先
励
行
の
人
有
っ
て
地
域
の

再
構
築
が
進
ん
で
来
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
！

　

反
面
、
実
に
嘆
か
わ
し
い
事

実
も
座
光
寺
に
は
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、
多
い
事
で
市
の
環
境

課
よ
り
お
墨
付
き
を
頂
戴
し
て

い
る
ご
み
の
不
法
投
棄
と
ポ
イ

捨
て
で
あ
る
。

　

山
水
と
い
う
言
葉
で
状
況
を

想
像
す
る
な
ら
ば
、
誰
も
が
き

れ
い
な
情
景
を
描
く
。
と
こ
ろ

が
、
わ
が
地
域
は
そ
れ
を
打
ち

消
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

具
体
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

地
域
の
北
に
位
置
す
る
と
こ

ろ
、
南
大
島
川
の
上
流
に
山
の

神
公
園
が
あ
る
。
以
前
の
広
報

紙
で
も
記
し
た
と
お
り
、
こ
の

周
辺
は
、
不
法
投
棄
の
大
量
発

生
地
帯
で
あ
る
。
環
境
衛
生
委

員
に
よ
る
数
回
の
回
収
作
業
で

そ
の
絶
対
量
は
減
少
し
て
い
る

も
の
の
途
切
れ
を
知
ら
な
い
。

　

ま
た
、
前
年
度
自
治
委
員
会

の
働
き
か
け
で
、
現
在
千
紫
万

紅
の
街
道
に
程
近
い
河
川
の
浚

渫
作
業
が
実
施
さ
れ
た
。

　

業
者
曰
く
「
こ
れ
程
多
い
ご

み
を
見
た
事
は
無
い
。
こ
れ
は

川
で
は
な
い
」

　

山
で
あ
れ
、
川
で
あ
れ
、
そ

こ
へ
の
不
法
投
棄
の
当
事
者
は

地
域
の
人
と
は
限
ら
な
い
。

　

座
光
寺
の
場
合
、
環
境
衛
生

の
モ
デ
ル
事
情
と
し
て
、
独
自

の
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

員
制
度
を
持
ち
、
地
区
を
巡
回

し
異
常
の
有
無
を
確
認
し
て
い

る
が
、
全
て
を
監
視
で
き
る
訳

で
は
な
い
。

　
「
ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪

で
あ
る
」
こ
と
を
再
確
認
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
全
て
の

人
が
パ
ト
ロ
ー
ル
員
で
あ
る
と

い
う
意
識
を
も
ち
、
ご
み
と
犬

糞
の
多
い
里
か
ら
脱
却
し
た
い

と
願
う
の
は
、
環
境
衛
生
に
携

わ
っ
て
い
る
私
個
人
だ
け
で
は

な
い
と
思
う
。

　4月、地域づくりの中核を担う自治組織「座光寺地域自治会」がスタート
した。
　委員会は整理統合し、委員数も大幅に削減し、最高議決機関「麻績の里　
座光寺振興会議」の下に、5つの「委員会」4つの「特別委員会」を置き、区
や地区での自治組織も整備し、各種法令団体や任意団体とも連携を蜜にし、
基本構想に基づく「心豊かに暮らせる麻績の里座光寺」を目標に、自ら考え、
自ら行動する里づくりを目指してきた。
　各委員会は自らに委ねられた任務に基づき、組織改革の趣旨に添うよう活
動を見直し、その内容を吟味し、活動方法に工夫を凝らしてきた。それぞれ
の委員会の活動により、本年が「安心・安全」の里であったこと。また、そ
の活動姿勢が地域づくりへの住民の意識を高め、意欲を盛り上げたことは大
きな成果であった。
　それにしても、新組織が機能するよう心を配り、委員会活動が基本構想に
基づいてなされるよう計画立案し、実践し、成果を上げた今日までの役員諸
氏の苦労は並々ではなかった。地域自治会員の献身的な努力と互いの苦労を
思いやる暖かな和に感謝したい。
　しかし、当然のことながら組織のあり方や活動の内容にはまだまだ課題は
多い。この 1年の活動の経過の中で、課題や解決の方向性などは明確になっ
てきている。本年度は、これらに向けた取り組みを各委員会とも大切にして
いきたい。この 1年間各委員が取り組んだ真剣で前向きの姿勢があれば、よ
りよい道が開けることは創造に難くない。
　さらに、本年度は、新しい組織の礎を一層強固にするため、協調協働と切
磋琢磨し合う関係を一層大切にすると共に、確かな発展に繋がる次期地域自
治会の組織作りに委員の力を結集していきたい。

平成19年度座光寺地域自治会　事業報告
総 括

地
域
の
表
と
う
ら

地
域
の
表
と
う
ら

地
域
の
表
と
う
ら

園

原

　

勝

環
境
衛
生
委
員
会

委
員
長
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土

の

ぬ

く

も

り

土

の

ぬ

く

も

り

　

農
作
業
の
実
施
や
農
業
を
通

じ
た
交
流
の
促
進
に
よ
り
、
心

豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
、
本
年
四

月
有
志
の
方
々
十
七
名
に
よ
り

「
麻
積
楽
農
隊
」
が
発
足
し
ま

し
た
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
特
に
遊
休
の
田
圃
や
畑
を

使
っ
て
の
農
作
業
や
、
体
験
教

育
旅
行
の
受
け
入
れ
な
ど
都
市

と
の
交
流
を
や
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

　

初
年
度
の
今
年
は
、
三
ヶ
所

　

平
成
二
十
年
四
月
二
日
財
団

法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
会
長
河

野
洋
平
衆
議
院
議
長
主
催
の
第

四
十
三
回
さ
く
ら
祭
り
中
央
大

会
が
東
京
都
千
代
田
区
憲
政
会

館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、
こ
の

大
会
で
各
都
道
府
県
知
事
推
薦

に
よ
る
「
さ
く
ら
功
労
者
」
が

選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

さ
く
ら
の
愛
護
や
普
及
の
振
興

で
、
こ
の
度
麻
績
の
里
振
興
委

員
会
が
さ
く
ら
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
名
誉

な
事
で
あ
り
、
今
日
ま
で
育
て

て
き
て
下
さ
っ
た
諸
先
輩
に
対

し
、
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
尚
一
層
麻
績
の
里
の
桜
を

大
切
に
保
存
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

知
っ
て
ま
す

か
、
内
容
を
！

平
成
二
十
年
度
も

昨
年
度
同
様
で
発

足
し
ま
し
た
。

　

本
年
か
ら
防
犯

灯
の
管
理（
新
設
・

移
設
・
修
理
等
）

を
地
域
で
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
委
員
数
が
三
十
四

名
と
な
り
、
防
犯
・
交
通
安
全

担
当
で
委
員
に
も
重
責
が
あ
り

大
変
で
す
が
、
地
区
の
皆
様
に

協
働
し
て
い
た
だ
き
、
座
光
寺

の
た
め
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

少
年
団
は
昨
年
ま
で
の
実
績

で
、県
知
事
賞
を
受
け
ま
し
て
、

本
年
十
三
名
の
団
員
で
安
全
啓

発
の
手
助
け
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

六
月
一
日
か
ら
法
令
の
一
部

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

七
十
五
才
以
上
の
運
転
者
に

も
み
じ
マ
ー
ク
表
示
義
務
化

（
違
反
1
点
、
反
則
金
4
千
円
、

罰
則
2
万
円
以
下
）
表
示
位
置

に
も
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

高
速
道
路
で
後
部
座
席
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
義
務
（
違

反
1
点
）、
自
転
車
の
ル
ー
ル

も
変
更
、
児
童
・
七
十
才
以
上

が
運
転
す
る
場
合
歩
道
通
行
可

能
で
、
車
道
通
行
が
危
険
な
場

合
も
歩
道
通
行
可
能
と
な
り
ま

し
た
。（
一
般
運
転
者
）
い
ず

れ
も
安
全
な

4

4

4

速
度
で
通
行
（
罰

則
2
万
円
以
下
）し
て
下
さ
い
。

　

四
月
六
日
㈰
高
齢
の
麻
績
神

社
春
祭
り
が
快
晴
の
中
、
行
わ

れ
ま
し
た
。
舞
台
桜
も
満
開
で

大
き
な
事
故
も
な
く
最
高
の
春

祭
り
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰

で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
の
春
祭
り
は
「
子
供
達
に

も
っ
と
春
祭
り
に
参
加
し
て
欲

し
い
」
と
の
願
い
か
ら
小
学
校

で
の
獅
子
舞
披
露
や
駅
近
く
に

屋
台
を
出
す
な
ど
色
々
と
試
み

ま
し
た
。
当
日
は
笛
ク
ラ
ブ
の

子
供
達
や
天
狗
を
か
ら
か
う
子

供
達
と
た
く
さ
ん
春
祭
り
に
来

て
く
れ
て
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。
現
在
壮
年
団
は
百
名
超

の
団
員
で
春
祭

り
等
の
行
事
を

行
っ
て
い
ま

す
。
春
祭
り
に

参
加
し
た
子
供

達
が
大
人
に

な
っ
て
壮
年
団

に
入
っ
て
獅
子

舞
を
継
承
し
て

く
れ
る
事
を
楽

し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
壮
年

団
で
の
活
動
は

消
防
団
と
同
じ

く
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
行
う
事
に
よ
り
ひ

と
ま
わ
り
も
年
の
違
う
先
輩
、

後
輩
と
知
り
合
う
き
っ
か
け
が

で
き
、
大
変
有
意
義
な
活
動
だ

と
言
え
ま
す
。
ま
た
入
団
し
て

な
い
地
元
の
青
年
の
皆
さ
ん
、

壮
年
団
に
入
っ
て
活
動
に
参
加

し
有
意
義
な
時
間
を
共
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
！
座
光
寺
壮
年
団

で
は
随
時
団
員
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
詳
し
く
は
座
光
寺
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。
春
祭
り
の
一
体

感
と
達
成
感
は
貴
重
な
人
生
経

験
で
す
。

歩
道
は
歩
行
者
の
通
行
部
分
で

す
。
自
転
車
も
軽
車
両
で
す
。

安
全
な
速
度
で
、
歩
行
者
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
段
差

も
あ
り
ま
す
。
充
分
注
意
し
て

つ
う
こ
う
し
て
下
さ
い
。「
安

全
と
安
心
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
気
持
ち
か
ら
。」

の
田
圃（
合
わ
せ
て
五
反
五
畝
）

を
お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

田
お
こ
し
作
業
か
ら
周
辺
の

草
刈
、
さ
ら
に
荒
代
作
業
、
元

肥
散
布
、
上
代
作
業
な
ど
し
て

田
植
え
に
備
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
五
月
二
十
一
日
、
大

阪
の
市
立
南
港
南
中
学
校
三
年

生
三
十
六
名
を
迎
え
て
一
ヶ
所

の
田
圃
で
私
達
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
泥

田
の
な
か
へ
裸
足
で
入
る
こ
と

に
驚
き
、
戸
惑
い
を
み
せ
た
生

徒
も
い
ま
し
た
が
、
植
え
終
え

た
時
は
「
楽
し
か
っ
た
」
と
い

う
声
も
聞
か
れ
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
秋
の
収
穫
が
で
き

た
ら
、
そ
の
生
徒
達
に
一
人
あ

た
り
１
㎏
の
美
味
し
い
お
米
を

送
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

残
り
の
田
圃
は
機
械
に
よ
り
メ

ン
バ
ー
で
植
え
終
わ
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
楽
農
隊
は
目
的

実
現
に
向
け
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

歴
史
資
料
委
員
会
で
は
、
小

学
校
高
学
年
生
を
対
象
と
し
た

「
座
光
寺
っ
て
ど
ん
な
所
」「
座

光
寺
で
疑
問
に
思
う
事
」
を
ま

と
め
た
本
を
出
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
小
学
生
、
中
学
生
、

一
般
を
含
め
出
さ
れ
た
「
ど
う

し
て
」「
な
ぜ
」
は
、三
百
余
点
、

座
光
寺
に
関
す
る
疑
問
の
多
い

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
検
討
し
、
同
じ
様

な
質
問
は
ま
と
め
、
五
十
余
点

に
絞
り
込
み
ま
し
た
。

　
「
座
光
寺
に
古
墳
が
多
い
の

は
な
ぜ
」

　
「
美
女
の
名
前
の
由
来
は
？
」

　
「
電
燈
が
つ
い
た
の
は
」

　
「
南
本
城
は
誰
が
つ
く
っ
た

た
の
？
」

　
「
座
光
寺
小
学
校
の
歌
詞
の

意
味
が
わ
か
ら
な
い
。」

　
「
座
光
寺
商
店
街
の
移
り
変

わ
り
」

　
「
大
鳥
居
は
、
い
つ
出
来
た

の
」

　

等
々
興
味
あ
る
疑
問
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、こ
れ
ら
の「
ど

う
し
て
」「
な
ぜ
」を
歴
史
分
野
、

自
然
分
野
、
建
造
物
分
野
、
産

業
分
野
、
地
名
そ
の
他
の
分
野

に
大
き
く
分
け
、
執
筆
担
当
を

決
定
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

小
学
校
高
学
年
生
を
対
象
で

す
が
、
一
般
の
人
に
も
参
考
に

な
り
ま
す
。
是
非
、
出
来
た
時

に
は
、
購
入
の
程
、
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

こ
の
歴
史
委
員
会
の
本
の
発

行
に
関
し
て
、平
成
二
十
年
度
、

「
地
域
発
、
元
気
づ
く
り
支
援

金
」
の
補
助
を
受
け
る
事
に
決

定
し
ま
し
た
。

　

内
容
の
一
例
を
示
す
と
、

『座光寺』の名前の由来は『座光寺』の名前の由来は
歴史資料委員会 大内　智治

古

井

武

志

隊
　
長

座光寺の本棟造
座光寺には本棟造と呼ばれる建物が
13 棟残っています。本棟造は日本の
中でも長野県の中・南部にしかない建
物で、風土にあった美しい建物です。
■本棟造の特徴
建物全体は、正方形の一階に、二つ折
りの屋根をのせた、ちょうど折り紙
を半分に折ったような形をしていま
す。中には農作業をする広い土間や、
お客さんをもてなす座敷があります。

座光寺で一番古い本棟造
1716（正徳 6）年建築　北原家

麻
積
楽
農
隊
と
田
植
え
中
学
生
の
受
け
入
れ

麻
績
の
里
振
興
委
員
会
に
功
労
表
彰

麻
績
の
里
振
興
委
員
会
に
功
労
表
彰

麻績楽農隊体験農場の様子

道路交通法改正
生活安全委員会

道路交通法改正
生活安全委員会

麻績神社
 春祭り
麻績神社
 春祭り
麻績神社
 春祭り

副団長 今村　治郎副団長 今村　治郎

春季スポーツ大会結果
平成20年6月1日㈰実施

ソフトボール
場所：小学校グラウンド

優　勝 宮　崎
２　位 高　岡

３　位 万　才
恒川・清水

ふらバールバレーボール
場所：小学校体育館

優　勝 中羽場・中河原・欠野
２　位 高　岡

３　位 万　才
恒川・清水

ペタンク
場所：保育園園庭

優　勝 唐　沢
２　位 大　堤

３　位 万　才
共　和

優　勝 宮　崎
２　位 万　才
３　位 恒川・清水

総 合

入賞した皆さん全員で

保育園園庭で行われたペタンクの様子
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地
域
自
治
組
織
が
始
ま
っ
て

二
年
目
に
入
り
ま
す
。

　

昨
年
一
年
間
活
動
を
行
っ
て

み
て
、
思
っ
て
い
た
こ
と
と

違
っ
て
何
と
か
し
た
い
こ
と
、

良
か
っ
た
こ
と
等
、
広
報
に
載

せ
て
見
ま
せ
ん
か
？
自
分
の
投

稿
し
た
事
が
載
る
と
、
広
報
に

親
し
み
が
更
に
湧
く
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
今
年
も
皆
さ
ん
に
見

て
も
ら
れ
る
広
報
を
目
指
し
て

作
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
定
常
的
な
情
報
以
外
も

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
情
報

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

編
集
後
記

編
集
後
記

6
年

鈴

木

友

莉

は
じ
め
て
の
桜
ガ
イ
ド

6
年

鈴

木

友

莉

は
じ
め
て
の
桜
ガ
イ
ド

園

原　

桃

香

5
年
5
年

園

原

桃

香

は
じ
め
て
の

 

手
も
み
茶
作
り

は
じ
め
て
の

 

手
も
み
茶
作
り

　

私
は
、
普
段
人
見
し
り
を
し

て
、
人
と
し
ゃ
べ
る
事
が
上
手

く
な
く
て
、苦
手
だ
っ
た
の
で
、

桜
ガ
イ
ド
を
通
し
て
、
人
と
上

手
く
し
ゃ
べ
れ
る
様
に
な
り
た

い
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。
ガ

イ
ド
を
し
始
め
る
と
、
そ
ん
な

事
が
言
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
日
に
、
二
十
人
以
上
の
人
に

話
か
け
る
事
を
目
標
に
し
、
自

　

始
め
て
手
も
み
茶
を
作
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
始
め
に
お
茶
つ
み
を

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
あ
っ
て

と
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
去

年
も
や
っ
た
の
で
、
つ
み
方
な

ど
は
、
分
か
り
ま
す
が
、
今
年

は
、
手
も
み
茶
を
作
る
体
験
も

あ
り
ま
し
た
。
と
り
た
て
の
お

茶
の
葉
を
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト

分
か
ら
話
し
か
け
ま
し
た
。
お

年
寄
り
の
方
達
か
ら

「
上
手
な
説
明
だ
ね
」

「
ま
た
来
年
も
見
に
く
る
ね
」

と
、
あ
た
た
か
い
言
葉
を
か
け

て
頂
い
た
事
が
と
て
も
う
れ
し

く
て
、は
げ
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
も
ぜ
ひ
今
年
以
上
の
ガ

イ
ド
を
し
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

麻
績
の
里
振
興
委
員
会
（
委

員
四
十
六
名
）
は
三
つ
の
班
に

分
か
れ
て
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
春
も
全
国
か
ら
多
く

の
桜
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
ま
し

た
が
、
お
茶
席
や
売
店
、
子
供

ガ
イ
ド
に
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

立
川
談
四
郎
さ
ん
の
寄
席
、
そ

し
て
最
も
大
変
な
交
通
整
理
を

生
活
安
全
委
員
の
皆
さ
ん
と
で

行
い
、
お
も
て
な
し
の
心
で
観

桜
客
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

麻
績
の
里
が
こ
れ
ほ
ど
有
名

に
な
れ
た
の
も
「
舞
台
桜
」
が

あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
し
か
し
私

た
ち
が
長
年
慣
れ
親
し
ん
で
い

る
老
桜
は
衰
え
が
目
立
ち
樹
全

体
の
傾
斜
が
一
段
と
進
ん
で
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
去
る
六
月
八
日
に
麻
績
班

三
班
（
山
田
篤
班
長
）
が
中
心

と
な
り
支
柱
の
付
け
替
え
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
手

入
れ
の
甲
斐
あ
っ
て
葉
の
色
は

濃
緑
で
艶
や
か
、
樹
勢
は
ま
だ

ま
だ
元
気
で
す
。
舞
台
桜
を
私

た
ち
の
手
で
次
代
へ
残
し
た
い

…
こ
れ
が
麻
績
振
の
願
い
で

す
。

　

去
る
四
月
二
十
五
日
㈮
、
麻

積
い
き
い
き
大
学
開
校
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

開
校
式
の
記
念
講
演
と
し
て

理
学
博
士
、
飯
田
市
美
術
博
物

館
顧
問
、
松
島
信
幸
先
生
を
お

願
い
致
し
ま
し
て
、「
伊
那
谷

の
地
形
地
質
の
特
色
と
地
震
と

の
関
係
」
の
演
題
で
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
有
数
の
河
岸
段
丘

地
帯
で
あ
る
美
し
い
伊
那
谷

は
、
断
層
に
よ
り
持
ち
上
が
っ

て
で
き
た
地
形
で
あ
る
と
話
さ

れ
、
扇
状
地
の
地
形
と
し
て
は

お
か
し
い
、
何
本
も
の
断
層
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
美
し
い
河

岸
段
丘
で
あ
る
。「
伊
那
谷
に

地
震
は
起
き
ま
す
か
？
」
と
聞

か
れ
る
が
、
伊
那
谷
断
層
地

震
、
中
央
構
造
線
地
震
、
東
海

地
震
、
東
南
海
、
南
海
地
震
と

連
続
し
て
起
こ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
、
自
分
の
家
の
位
置
を

　
「
文
化
と
歴
史
の
薫
る
、
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
麻
績
の
里
座

光
寺
」
の
実
現
に
向
け
昨
年
八

月
に
座
光
寺
地
域
土
地
利
用
計

画
策
定
委
員
会
（
熊
谷
芳
章
委

員
長
）
を
発
足
さ
せ
、
こ
の
春

に
は
全
地
区
で
計
画
骨
子
の
説

明
会
・
意
見
交
換
を
行
い
計
画

の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
骨
子
に
基
づ
き
具

体
的
な
検
討
を
行
い
ま
す
が
、

中
で
も
道
路
整
備
構
想
は
地
域

づ
く
り
の
骨
格
を
成
す
重
要
課

題
で
あ
る
た
め
、
去
る
六
月
三

日
に
麻
績
の
里
座
光
寺
振
興
会

議
、
関
係
団
体
等
の
皆
さ
ん
に

お
集
ま
り
頂
き
、
道
路
整
備
構

想
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
取
り
組
む
べ
き
整
備

課
題
と
し
て

　

①
麻
績
の
里
文
化
ゾ
ー
ン

（
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
等
）
へ

の
交
通
利
便
性
を
高
め
、
座
光

寺
地
域
の
上
・
中
・
下
段
の
交

流
と
周
辺
地
域
と
の
交
流
を
促

進
す
る
道
路
整
備
。

　

②
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
設
置

に
向
け
た
実
現
可
能
性
の
検
討

の
二
つ
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

二
つ
の
方
針
等
に
つ
い
て
、
七

月
に
関
係
団
体
・
地
区
長
会
を

開
催
し
説
明
や
意
見
交
換
を
行

う
予
定
で
お
り
ま
す
。

把
握
し
て
お
く
事
が
大
事
、
地

震
が
こ
な
い
わ
け
で
は
な
い
と

指
摘
さ
れ
た
。

　

今
後
も
講
演
会
を
設
け
ま
す

の
で
多
く
の
方
の
参
加
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

で
、
焼
い
て
い
き
ま
す
。
そ
の

焼
い
て
こ
な
み
た
い
に
な
っ
た

の
が
、
お
茶
で
す
。
け
っ
こ
う

時
間
は
、
か
か
り
ま
し
た
が
、

い
い
お
茶
葉
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。

　

自
分
た
ち
が
作
っ
た
お
茶
葉

の
お
茶
は
、
す
ご
く
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
私
は
、
二
番
茶

が
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

来
年
も
頼
む
に
、舞
台
桜

来
年
も
頼
む
に
、舞
台
桜

8 月 2日㈯・9日㈯ 場所：麻績の館

7 月 27日㈰　場所：山の神公園
多くの皆様の参加をお待ちしています！

〈公民館委員会健全育成部〉

い
き
い
き
大
学
講
演
会

我
が
家
は
地
震
に
対
し
て
大
丈
夫
？

優先すべき
 二つの道路課題

拡張工事が待たれる唐洞線

桜の質問に答えるガイドの皆さん

支柱の交換をする委員のみなさん

講師の松島先生と熱心に聞く受講生

ホットプレートを使った手もみ茶づくり


